
【開催趣旨】 

素晴らしい観光資源を有する北海道が、今後さらに本格化する「人口減

少社会」において、それぞれの地域が教育・保健・医療・福祉といった住

民に必要不可欠な生活環境がしっかり維持・担保された豊かな地域コミュ

ニティーであり続けるために、観光をはじめ、地域に根ざす様々な産業を

守り育み、それぞれの地域特性を光り輝かせ、多様性と可能性を維持し発

展していくために、どのようなまちづくりの方向性を目指すべきか、昨年

9 月に開催した「地域フォーラム 2015 in いわみざわ」で「地域の魅力を

高めること」「ひとが集まる情報発信」の重要性を確認しました。 

そして、多くの意見と自由闊達な論議を「地元」から巻き起こし、北海

道内のすべての自治体が、生き生きとした「かけがえのないふるさと」で

あり続けるため、当学会のキーワードである「いま私たちが出来ること」

を実践すべく、今政策シンポジウムを開催するものです。 
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■日時  2016年5月14日(土)10:00～17:00 
（ 9:30開場） 

■会場 北海道大学文系共同講義棟 
（軍艦講堂）８番教室 
（札幌市北区北９条西７丁目） 

※JR 札幌駅北口から徒歩 10 分、地下鉄南北線北 12 条駅から徒歩 10 分 

■定員 200 名 
■参加費  
①シンポジウム 

会員は無料（要申込･参加券持参） 

一般 1,000 円 / 学生無料（要申込） 

②参加者交流会 4,000 円 

17:30～19:00（要申込） 

◆北海道自治体学会総会（会員のみ） 10:00～10:45 

（政策シンポジウム開催時間・・・11:00～17:00） 

◆当学会の研究会紹介 11:00～11:30 

当学会が取り組む研究会と活動内容等をご紹介します。 

 

◆開催趣旨・挨拶   12:30～12:40 

◆基調講演      12:40～14:10 

「新たな北海道観光とは」～従来型観光から地域の発展可能性をめ
ざす観光へ～ 

■講 師：石井 至 氏（石井兄弟社社長・観光立国推進有識者会議
委員） 

 

◆分科会        14:25～16:15   

「観光拠点としての道の駅」「地域資源を生かした『観光のまちづく
り』」「インバウンド観光と自治体の戦略」の３つのテーマごとに「北
海道観光のキーパースン」をお招きして議論を深めます。 

 

◆分科会報告               16:30～16:50   

◆全体のまとめと閉会挨拶  16:50～17:00 

裏面もご覧ください！ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

基調講演者のご紹介 

分科会 キーパースン・パネラーのご紹介 

 

  

当学会ホームページの専用フォームからお申し込みできます。 

FAX、E ﾒｰﾙ、官製ハガキの場合は、下記の①～⑥を記入の上お申し込みください。 

①氏名 ②住所 ③電話番号 ④会員・非会員（一般・学生）の別 ⑤希望する分科会  

⑥交流会出席の有無 ⑦総会出席の有無（会員のみ）  

  

【参加申込先】 

〔参加申込専用フォーム〕http://ws.formzu.net/fgen/S33240316/ 

〔FAX〕011-299-6941 〔E ﾒｰﾙ〕hokkaido@jititai.net 

〔ハガキ〕〒060-0906 札幌市東区北６条東 3丁目 3-1 LC 北六条館 6Ｆ  

北海道 NPO サポートセンター内 北海道自治体学会事務局あて 

〔申込期限〕2016 年 5月 11 日（水）必着  申込期限前でも定員に達し次第、締め切ります。 

〔お問合先〕電話 011-299-6940（平日 10 時～18時）または上記 E メールアドレスへ 

■内容の一部を変更する場合がありますのでご了承ください。 

■学会ホームページ（http://jititai.net/hokkaido/）に最新情報を掲載します。 

裏面もご覧ください！ 

【参加申込方法】 

第１分科会 「観光拠点としての道の駅」 

キーパースン 大坪 鐵雄氏（㈱伊達観光物産公社社長） 

        1967 年伊達町（現伊達市）消防本部入職。伊達市総務部長を経て、2003 年より助役・副市長を 2期 8年

務める。退職後、現職に就任。 

 

パネラー   宮下 裕美子氏（月形町議会議員） 
  福山 貴史氏（北海道大学観光学高等研究センター学術研究員） 

石井兄弟社社長・観光立国推進有識者会議委員 

 

石井 至（いしい・いたる）氏 

１９６５年北海道手稲町（現・札幌市）生まれ。東京大学医学部卒業。Ph.D 

米系銀行のバンカーズトラスト、スイス系のＵＢＳ、フランス系のインドスエ

ズ銀行を経て、１９９７年に石井兄弟社設立。 

観光ビジョン構想会議委員、観光立国推進有識者会議委員、広域観光周遊ルー

ト検討委員、北海道観光審議会特別委員、北海道観光振興機構アドバイザーな

どを歴任。 

第２分科会 「地域資源を活かした『観光のまちづくり』」 

キーパースン 鈴木 宏一郎氏（㈱北海道宝島旅行社社長） 

1988 年(株)リクルート入社。HR 事業、地域活性事業、ホットペッパー事業を担当。2005 年に退職。 

2007 年に(株)北海道宝島旅行社を設立し、以来現職。 

 

パネラー   堀 直人氏（江別市議会議員） 
   大坂 敏文氏（江差町追分観光課長） 

第３分科会 「インバウンド観光と自治体の戦略」 

キーパースン 角田 貴美氏（元札幌市北京事務所長・オフィス Bee 代表） 

1985 年札幌市入職。観光部、外務省（出向）、国際部、国際スポーツ大会組織委員会、企画部等で勤務。

2010 年から札幌市北京事務所長を 4 年間務めた後、民間ホテルグループの役員に転身。その後、現職。 

 

パネラー   石川 めぐみ氏（㈱北海道藍天旅遊社代表取締役） 
   ウン・ヨンジュン氏（㈱プランプラス代表取締役） 
   上仙 純也氏（岩見沢市観光振興係長） 

 


